
10須坂高等学校

領 域 対 象
今年度の具体的目標 (評価項
目）

評　価　の　観　点 成　果　と　課　題 評価 改善策・向上策

3　「主体的・協働的・深い学び」のあ
り方について、教育課程の面から検
討していく。

・教職員の意識を喚起していくことができたか。 ・意識の喚起は難しく、今後の展開が望まれる。

B

・現在の教育課程表の問題点を職員間で共有する
ことから始めたい。

教育活動 ・『学習の手引き』を予定通り、年度当初に生徒に配
布できた。（旧学習支援委員会作成）進路支援委員会
として、一月早く作成をした。

B

・生徒や教員に利用しやすいものとなるよう今後も検
討していく。
・家庭学習の動機づけ、習慣作りに向けて取り組まな
ければならない。

・家庭学習習慣の確立がより充実したものとなるよう、今
後方策の検討が必要となる。
・探究委員会へ移行。

２　放課後や土曜日の自主学習
支援の充実を図る。

・自主学習を支援するための学習環境の整備ができたか。 ・学習時間確保の観点から、自習室と自習室当番のあ
り方について検討することができた。
・自習室開放日（年間10日）を指定して、土曜日の自
主学習を支援することができた。 Ａ

・夏場のエアコン使用、冬場の暖房使用など環境改善
を引き続き検討する。
・スタバ（須竜場）の利用規程を関係部署と調整しな
がら作成し、周知する。

３　教科指導力の向上を図る。 ・公開授業や授業研究会を有効に活用することができたか。
・主体的、対話的に学ぶ授業の工夫をうながすことができた
か。

・公開授業に合わせて、教員間の研修を呼びかけた。
・プロジェクターなどのICT利活用など多面的な授業の
工夫が見られた。

B

・教員間で普段から授業を公開し合い、自身の授業改
善に活かしていく環境作りを検討していきたい。

・授業アンケート（教務）、生活実態調査の結果を踏まえ授業
の向上へとつながる材料を提供できたか。また、生徒自らの学
習への取り組み方を見直す契機とすることができたか。

・スタディーサポートの結果を受け、生徒の学習状況の
把握・分析ができた。

・主体的な取り組みや創造的な思考力を身に付けるた
めの授業改善をさらに進めていく必要がある。
・スタディーサポートの学習状況分析から個々の生徒へ
の面談を行いスムーズなＰＤＣＡサイクルを構築する。

４　国公立大学を中心とする生徒の
希望進路の実現に向け、適切な指
導を行う。

・センター試験（5-7型、900点）に多くの生徒が参加したか。
・希望進路実現に向けての指導は適切であったか。

・センター試験出願率は、就職内定者が３名いたので95.4％と
例年より下がった。また多くの生徒が希望している国公立大学
受験の基本となる5-7(900点）出願率は65.4％。例年より低い
数字ではあるが、公立大学を志望する生徒一人ひとりの進路
希望に合わせた進路支援の結果と思われる。国公立大学推
薦入試合格率を飛躍的に伸ばした。

Ａ

・増加が予想される推薦入試の指導をさらに充実させ
る。
・早めから個別試験へ取り組むことができるように支
援する。

５　大学入学共通テストに関する情
報収集と職員・生徒・保護者への情
報提供および校内の支援体制の構
築を図る。

・情報収集・情報提供は適切であったか。
・適切な支援体制を作ることができたか。

・「低学年指導研究会」（1/8）の職員研修会を実施し、大学入
試改革の進捗状況について職員で情報の共有を図ることがで
きた。
・ベネッセを講師に新大学入試について臨時保護者進路講演
会を実施した。保護者には好評であった。
・別日程で、２学年ＰＴＡ研修会において刻一刻と変更されて
いく新共通テストの研修会も開催することができた。

Ａ

・2020年に始まる新しい大学入試に備えて、具体的な
支援体制を考える。
・新共通テストに対応出来る授業への情報提供をすす
める。

６　進路支援係より発行する冊子『進
路選択の手引き』・『合格体験記』等
を有効活用する。

・ＨＲや教科での活用が進んだか。
・学習記録や計画作成のために有効に活用できたか。

・冊子に関しＨＲを中心に有効活用できている。先輩たちの合
格体験談を自分の受験勉強などのモチベーションにしてい
る。
・テスト前を中心に自宅学習記録を活用することはもう一歩で
ある。

Ｂ

・次年度も充実した冊子を作成し、その利用の仕方つ
いて検討していく。
・大学入学共通テストに向け、内容を充実させるため
引き継ぎを適切に行う。

４　中学校・大学との連携を図る。 ・中学校との連携を深め、情報を発信することができたか。
・大学見学や模擬講義を通じて大学との連携を深めることが
できたか。
・信州大学工学部との連携講座を充実したものにすることが
できたか。

・学校説明会では本校の進路方針・学習の状況が出席者に伝
えることができた。
・１，２年生希望者が信州大学工学部連携講座のサマーイン
ターシップに参加し、それぞれの進路について考えるよい機
会となった。 Ａ

・次年度も学年・進路を中心に、大学関連の進路に関
わる行事を継続・充実させていきたい。

５　検討会・研修会の充実を図る。 ・模試検討会、3年進路検討会や進路研修会を通して職員
の共通理解が進み、生徒への指導に生かされたか。

・スタディサポート検討会を各学年で実施し、生徒の実態把握
と今後の指導計画に役立てている。
・3年進路検討会や出願検討会を開くことにより、個々の生徒
の進路希望実現に向けて職員間での意識の統一をはかること
ができている。今年度の出願検討会でも全員パソコンを持参し
効率的に会を進めることができた。

Ａ

・今年度同様に職員研修会・各学年スタディサポート検討会
を計画していくとともに、模試結果の分析を深めていきたい。
・スタディサポート活用法については、より実のあるものとする
ために検討をすすめていく。
・生徒の志望をふまえつつ、来年度も今年度同様に進路検
討会や出願検討会を計画する。

６　大学見学会等への参加を指導す
る。

・より多くの生徒が大学見学会等に参加したか。
・生徒が大学の情報を得たか。

・志望校の受験科目調べを通してオープンキャンパスへの参
加意欲が高まる生徒が見られた。
・１年生は信州大学・長野県立大学見学を計画したが、台風災
害のため中止とした。
・大学情報については、大学見学だけではなく、係や担任を中
心に参加した各種検討会などの情報を元に学校側から情報
提供を行っている。

Ａ

・次年度も生徒にとって進路を考えるよい機会となる
ように企画していきたい。
・係や担任を中心に各種検討会や本校訪問の大学から
得た情報を生徒にしっかりと還元していきたい。

７　土曜講座・夏期講座・特編授業
等の充実を図る。

・多くの生徒が熱心に参加できたか。
・各学年とも生徒の志望や関心に応える内容であったか。
・指導の時期は適切であったか。

・３年生の夏期講座は参加率が高く、多くの生徒が熱
心に取り組めた。
・１・２年の夏期補習を計画実施し、生徒にはとても
好評であった。
・３学年のセンター試験に向けての特編授業について
は時期、内容とも適切であったと思われる。

Ａ

・基礎学力の養成や受験学力の向上などを適切に支援でき
る講座が運営計画できるよう学習支援と連携する。
・大学入学共通テストや個別選抜に向けて特編授業をより充
実させる。

８　進路指導用教材を有効に活用す
る。

・サテライト授業が計画的かつ効果的に活用されたか。
・進路指導書籍は有効に活用されたか。

・夏休みに国数のサテライト授業を今年度も実施し
た。生徒の評価は概ね好評であった。数学ⅡＢは二学
期に追加実施した。
・赤本については個人購入をすすめ、意識の向上に役
立った。また、大学を厳選し購入もした。進路書籍の
貸し出し利用も多い。

Ａ

・夏期休業中の学習が充実したものとなるよう、内容を検討し
有効活用を図る。
・進路書籍の選定など生徒のニーズや大学入学共通テスト
に対応させていく。

９　キャリア教育の充実を図る。 ・『四阿おろし』の活用やキャリアデー、大学・企業見学を通
じ、職業観の向上が図れたか。
・職業体験により多くの生徒が参加したか。

・『四阿おろし』については多くの保護者の方々のご
協力を得て発行することができたが、生徒の職業観の
向上につながった。
・１学年ではキャリア教育のさらなる充実を図り、夏
休みを利用して生徒それぞれが就労体験を計画し参加
した。
・複数回の看護師体験を計画し、延べ２０名ほど参加
した。言語聴覚士体験も４名参加した。

Ａ

・就労体験については来年度も継続していく。
・看護師，医師，薬剤師，言語聴覚士体験など地元の
医療機関と連携を密にとっていく。
・探究学習との連携を図る。

教育活動 １ 自律的な生活習慣の確立を図り、自
己指導能力（主体性）を育成する。

・基本的生活習慣を確立させることができたか。
・私物や貴重品の管理を徹底させることができたか。
・情報モラルに関する意識を高めることができたか。
・交通安全の意識を高めることができたか。

○遅刻指導(6月3･4･5日、10月28･29･30日)を生徒昇降口で
行ったが、限られた生徒の数件の遅刻が見られた。
○生徒の貴重品や私物の管理が不十分で紛失する生徒が多
かったため、掲示物や集会でも呼びかけを通じて貴重品や私物
の管理についての意識を喚起した。
○インターネット安全講話（1年）を行い、情報モラルについて注
意を呼びかけた。
○交通安全街頭指導(春 4月17･18・19日、秋 10月9･10･11
日)、自転車安全講習会(１学年 4月11・12日 自動車学校)等
を行い、交通安全の注意喚起をした。しかしながら、自転車交
通事故は昨年が8件だったのに対し、今年度は14件（1年6件
2年6件　3年2件）と増加した。主に自転車運転中における不注
意による自動車との接触事故が多い。

Ｂ

○朝のホームルームでの指導も含め、規則正しい学校生活を
習慣づけさせたい。
○貴重品・私物の管理について、また自転車の施錠について
も、ホームルーム等を通じて常によびかけていく。
○インターネット関連の苦情等は無かったが、公にされていな
い範囲での問題についても考えなければならない。
○交通安全について、特に自転車での登下校中に不注意に
よって自動車との交通事故が多いことを意識させたい。また、
交通法規に関して学習する機会を設け、ルールを守ることの
意義について考えさせたい。

２ 集団生活の中で、自己存在感を認識
し、共感的人間関係の確立を図る。

・「いじめ」などがなく、生徒が安心して学校生活を送れるような支援体制
作りができたか。
・「特別な事情のある生徒」に対して、個々の状況に応じて支援すること
ができたか。
・「特別な事情のある生徒」への対応において、個人情報に配慮した上で
の職員間の情報共有を図ることができたか。

〇特別支援教育コーディネーターを中心にスクールカウンセ
ラーと連携し、特別な事情のある生徒の支援態勢を整えた。
〇クラス担任がクラス生徒への理解を深めることで実効性のあ
る支援につなげられるよう、アセス（学校環境適応感尺度）を実
施した。（６月・１１月　本年度モデル校）
〇1学年入学当初に友だちづくりのためのワークショップ（いじめ
予防）を行った。
○いじめ，ネット上の誹謗中傷などの報告は無かった。 Ａ

○特別な事情のある生徒への対応において、個人情報に配
慮した上での職員間の情報の共有をさらに図っていく。
〇アセス導入初年度としてのまとめを行い、来年度以降の継
続的発展を期したい。
○引き続き、いじめにつながっていくような事案に対しても慎重
に対応していく。

３　職員間で情報を共有し、保護者や
地域、関係諸機関との連携を図る。

・教育活動全般にわたる校内外の情報を生徒支援に生かすことが
できたか。
・保護者や関係機関との連携を密にした支援体制を作ることができ
たか。

○各校・各団体と協力することができた。
○入学式やＰＴＡ総会等で本校の指導方針を保護者に伝え
た。
〇本年度須坂地区の自転車モデル校として須坂警察署と連携
して、校風委員会を中心に交通安全・自転車盗難防止啓発運
動を行った。

Ｂ

○学校からのメッセージを保護者に確実に届けるために、ホー
ムページやオクレンジャーの活用等、学校全体の体制につい
て検討していく。

４　生徒会との連携を図る。 ・生徒会、校風委員会等と連携して、上記目標１～３などの実現を
図ることができたか。

○校風委員会が須坂署から寄贈されたチェーン錠を活用して
定期的に施錠運動を行った結果、無施錠は減少した。
○今年度は自転車盗難被害は無かった。 Ａ

○生徒の自己指導能力に期待し、支援していきたい。
○スマートフォンに関して、登下校時の公共交通機関の車中
におけるマナーや自転車運転中の使用の危険性について、生
徒会との連携を深め、呼びかけを強化して行きたい。

教育活
動

１　基本的人権に対する認識を深
め、主権者としての自覚を高めるとと
もに、他者の人権を尊重する姿勢を
育てる。

・人権や平和の問題について積極的に考え、行動する力を
伸張する機会や場を設けることができたか。

外国籍の方から見た日本の社会や外国人として望
むこと等についてのお話を聞く中で異文化との接
点をもつよい機会となった。 Ａ

日常のさまざまな場面をとらえて、命の尊さ・重
さ・等しさ、人権への意識を喚起し高めていく必
要がある。

２　自主的・民主的な集団づくり、協
働的な仲間づくり、いじめや差別を
なくす関係づくりを日常の生活の中
で図る。

・ホームルーム、生徒会活動、クラブ活動などを通じて、集団
や仲間について学ぶ機会や体験する場を設けることができ
たか。

ＨＲ活動を中心にクラスマッチなどの学級での諸
活動、生徒会活動、クラブ活動を通して、仲間づ
くり、自主的・民主的な集団づくりに務めた。
文化祭の長期間にわたる準備および当日の活動を
通してクラス・学年を超えた仲間づくり、自主
的・協力的な時間を体験する中で、協働的な意識
や行動につなげていくことができた。

Ｂ
人権や命に関わる意識や思考を自己や他者との日
常の生活や取り組みにどう生かし実践していくか
を継続的につなげていきたい。

教育活動 １　お互いの意見や立場を尊重し
合いながら計画を立案し,その計画
の実現を目指せるよう支援をす
る。

・共有している反省を活かした計画が立てられたか。
・個々の意見を尊重できた話し合いが十分なされたか。

生徒はお互いの意見や立場を尊重し合いながら、
積極的に話し合うことができた。限られたスケ
ジュールの中で自分たちのやりたいことを実現す
るために、計画性を持たせたい。 A

議論の基本的な進め方や各活動のスケジュールを
生徒に示しながら支援していきたい。

２　生徒会執行部、各委員会、さ
らには各部活動が連携し、活動が
できるよう生徒間の協働性を向上
させる。

・連携を深めるための活動の場が十分に作られたか。
・生徒会活動を通じて生徒間の協働意識が深められたか。

部室清掃、部室使用に関する規定や申し合わせ事
項の見直しなどの活動について、生徒は主体的に
考えることができた。また、組織の中で協働する
意識と態度が向上した。 A

申し合わせ事項に関して今後も検討していく。

３　地域社会の活動に、生徒が自
主的に取り組み、その成果を発信
できるような環境を作る。

・須坂市からの要請事業に自主的に協力ができたか。
・自らの活動を地域に向けて発信できたか。

カッタカタ祭りへの協力、須坂市のイベントでの
受付や運営などに積極的に関わった。

A

今後も積極的に地域社会に貢献し、その成果と発
信していく必要がある。

教育活動 1.図書館利用の拡大を図り、読書習
慣を定着させる。

・図書館利用が増えたか。 ・読書週間の朝の読書や授業での図書館利用が貸
出につながった。
・1、２年生の授業での利用があり、図書館に足を運
ぶ機会となった。

A

・多読の生徒のみならず、より多くの生徒が本を読
みたくなる工夫を、生徒委員会とともに考えたい。

２．教科・授業、小論文に関する資
料の充実を図る。

・利用者の要望に応じることができる資料の充実が図れた
か。

・3年生が求める面接・小論文関連の本は揃ってお
り、求められる資料は提供できた。
・教科の希望に応じた資料提供を行った。
・購入アンケートや店頭購入により、需要のある図書
を充実させた。

A

・図書購入アンケートを参考にし、今後も需要のある
図書を揃えたい。　　　　　　・探究的な学びに役立
つような資料収集に心がけたい。

３．快適な環境を整え、更なる施設
の利用促進を図る。

・自主学習などにも、多くの生徒が利用したか。 ・自主学習で使用する生徒のための図書館環境は
一定程度整えられており、3年生を中心とした利用が
あった。

B

・学校環境衛生基準に照らして、室内温度等を調整
したい。
・閲覧室内で使用する生徒用パソコンの計画的な更
新が必要である。
・閲覧室内の照明、スピーカーなどの老朽化が進ん
でおり、更新が望ましい。

４．視聴覚室及び視聴覚教材の有
効活用と各部署との連携を図る。

・利用しやすい環境を整え、視聴覚室が有効に利用された
か。

・プロジェクタ・タブレットが設置されており、授業のみ
ならず、課外活動にも多くの生徒が利用した。探究活
動により、いっそう利用が進んでいる。 A

・さらなる今後の活用を検討したい。

教育活動 １　保健室への来室者への対応が適切であったか。また、関
係者や担当部署との連絡・連携ができていたか。

・必要に応じて担任や関係職員・教務・ＳＣと連携をと
ることができた。

・令和元年度もSC重点校に指定され、心身両面か
らの生徒の状況把握に役立っている。
・SC利用者は年々増加している。

２　緊急時、保護者への連絡および医療機関との対応が迅
速・適切にできたか。

・緊急時は保護者及び救急搬送・医療機関への連
絡が迅速にできるように、関係職員と協力して行って
いる。

・今後も緊急時には、迅速に対応できるように努め
る。
・今年度の職員AED講習会には、３年以上未受講
の先生の多くにご参加いただいた。今後も３年に一
度のご参加をお願いしたい。

３　学校保健安全法に則り各種健康診断を計画的に実施
し、事後指導が適切であったか。

・定期健康診断は計画通り実施し、その結果をもとに
必要な生徒には、個別指導を行った。

・平成28年度より導入された運動器検診について
は、よりよい実施方法を模索している。
・保護者懇談会を利用したことによって事後指導の
効果が上がった。

１　学校環境衛生検査を適切に行い、その結果を生かせた
か。

・学校環境検査は計画通り実施している。 ・継続した取り組みを行っていきたい。

２　校内の危険箇所、安全に配慮が必要となる箇所の確認
改善

・安全衛生委員会と連携して確認をしたが、まだ改善
すべき点が多い。

・特に緊急性が必要な施設・箇所は優先的に予算
措置をお願いしていく。

１　自身の健康課題に対して、興味関心をもてるような広報
活動ができたか。

・保健委員会等による広報活動
・保健委員会の活動支援

教育活動
環

境

美

化

校舎内外の環境美化を図る。 清掃が日常的にきちんと行われ、トイレを含む校舎内外がき
れいにそして清潔に保たれているかの確認

・月に一度の大掃除と、月に二度の外掃を定期的に行う
ことができた。
・環境美化委員会が主導で、部室清掃、各教室の再利
用紙回収箱の設置ができた。また、保健委員会と協力し
てトイレの特別清掃とキャンペーンを行った。

A

・清掃用具点検と補充を引き続き行っていく。
・全校生徒の美化意識向上を図る方策を環境美化委員
の生徒共に考えていきたい。

教育活動 １　ＰＴＡ活動を通し、学校と
保護者及び保護者間の情報交換
と親睦が深められるようにす
る。

・ＰＴＡの諸会合の案内が会員に周知できたか。
・ＰＴＡ総会や学年・学級ＰＴＡに多くの保護者が参
加したか。

・PTA総会、学年学級PTAへの出席率は平年並みで
あった。
・生徒を通じて保護者への通知文書配布の他、オ
クレンジャーや役員へのメールも活用すること
で、周知できたと考える。
・クラブ活動懇談会では顧問と保護者との忌憚の
ない意見交換ができた。

A

・PTA総会当日は晴天に恵まれ、グラウンドが駐
車場として使えたが、雨天時を想定し、市役所駐
車場等の早めの確保が必要である。
・PTA総会後、グラウンド整備を行うため速やか
な車の移動をお願いしたが、今年度はよく周知さ
れスムーズな移動ができた。

２　ＰＴＡ研修会が保護者に
とって本校生徒の生活や進路指
導についての理解と研究を深め
る機会となるようにする。

・ＰＴＡ研修会の案内が会員に周知できたか。
・ＰＴＡ研修会に多くの保護者が参加したか。
・ＰＴＡ研修会の満足度は高かったか。

・今年度のPTA研修会では全体研修会は実施されな
かったが、学年PTAでは進路について講師の方が熱
心な講演を行った。
・周知はされたと思うが、台風19号の一週間後と
いうこともあり、出席率は低下した。
・12月に進路支援との共催で進路講演会を行い、
平日にもかかわらず多くの保護者が来校された。

B

・来年度のPTA研修会では全体講演会が予定され
ているので、多くの保護者が興味を持てる内容と
講師の選定をしたい。
・雨天時に備え、市役所駐車場等駐車場の確保を
早めに行いたい。

学校運営 ・校内の諸行事が適切に計画・運営されたか。また、生徒・教
職員･保護者に対して周知徹底が図られたか。

・諸行事については、大きな問題はなく円滑に運
営することができた。

Ａ

・係・学年等の各部署と，密な連絡をを取り合
い、より円滑な運営を心がける。

・係内でのチェック体制を強化し、ミスを防ぐ。

・月暦の発行やホームルームを通じた周知、日課に応じた
チャイムの設定などにより、生徒・教職員の学校生活が円滑
に進むよう努めたか。

・日課の周知やチャイムの設定に関しても、問題
なく行うことができた。

・公開授業、体験授業、学校説明会について適切なPRを行
い、多くの中学生・保護者の参加が募れたか。

・体験入学の内容を見直し、生徒の発表を入れる
ことで、より深く本校の活動について理解しても
らうことができた。参加者は中学生319名、保護者
80名で昨年よりやや減少した。 Ａ

・体験入学、学校公開は本校の様子を直接見て理
解していただく貴重な機会であるので、より多く
の方に参加していただけるよう広報に努めたい。

・ホームページやパンフレットなどによって、本校の活動を外
部に向けて広く紹介できたか。また、時期に応じた適切な情
報をホームページに掲載できたか。

・本校の行事や日常の様子を昨年度よりもさらに
高い頻度で更新し、広く紹介することができた。

・さらに内容を充実させ見やすいホームページを
目指していきたい。

学校運営 ・新校内ＬＡＮの整備に合わせて、使いやすいフォルダ構成
と情報の整理を進めることができたか。

・画像ファイルや過年度のファイルを保存する校
内用ファイルサーバーを整備し，ネットワークの
負荷の低減を図っている。 Ａ

・最新の情報を踏まえつつ，サーバの負荷低減を
進めていく。
・年度末のアクセス権移行等の作業手順を円滑に
実施する。

・アプリケーションソフトや機器の導入・更新を進め，ネット
ワークの維持管理を適切に行えたか。

・スクールアグリーメントを導入し，ライセンス
管理を適切に行えるようにしている。また，プリ
ンタ等機器の更新を進めている。

・ライセンスおよびネットワーク機器の更新を継
続していく。

・授業や各種講演会，研究授業等でネットワークおよび情報
機器を活用できたか。

・各教科の授業でＩＣＴ機器を有効利用できた。
・キャリアデー等で情報機器を活用している。

Ｂ

・「探究の時間」が円滑に進行するよう，ＩＣＴ
機器を充実させていく必要がある。

・学校ホームページについて、各係から依頼された話題を迅
速にHPにアップすることができたか。

・係内で毎週掲載内容を確認し，迅速なＨＰ更新
に努めた。

・継続していく。

・年度当初に周知を図った。
・セキュリティを確保しつつ，公務を円滑に遂行
できるよう，ＵＳＢメモリの設定・配布を行っ
た。

Ａ

・セキュリティの確保と利便性の向上を両立させ
るように，ＵＳＢメモリの運用方法を今後も検討
していく。

学校運営 １　緊急体制を整備・確立する。特に
機器を点検する。

・緊急連絡用としてオクレンジャーの有効な活用ができたか。 ・南校舎の放送設備に問題を残している。 ・次年度こそ放送設備の整備拡充が進むよう働き
かける。

・避難経路が周知されたか。 ・避難経路を、想定災害の状況に応じて臨機応変
に判断できるような訓練を企画したい。

・避難訓練が有効に行えたか。

２　近年の災害の頻発に鑑み、防災
意識を高める。

・防災についての意識を高めることができたか。 ・今年度は水害もあり、災害に対する意識は高まっ
た。

・引き続き防災意識を喚起していきたい。

・使用規定に従い、安全なストーブ使用ができたか。

2019年度　須坂高等学校  学校評価表（部署別）

教育活動

教

育

課

程

１　生徒の進路希望に、より対応した
教育課程になるよう研究をすすめ
る。

・生徒の進路希望を実現できる科目配置ができたか。 ・現行の教育課程表の範囲で可能な研究を進めた
が、科目選択に関しては許容範囲が狭く成果は限
定的であった。
・新しい教育課程編成にあたって、新しいスタイ
ルの模索が始まっている。

１　主体的な学習姿勢、および
継続的計画的な学習習慣の確立
を図る。

・年度当初に配付できるように『学習の手引き』を作成し、生
徒に説明することができたか。
・オリエンテーションや生徒面談週間等をとおして家庭学習の
習慣を確立させる指導ができたか。
・１学年において、次年度開講する「探究」への下地となるよ
うな準備はできたか。

進

路

支

援

係

A
・新課程に向けて何が必要なのかを見極める必要
がある。

2 　大学入試改革と新学習指導要
領を見すえた授業時間や科目の配
置について、新しいスタイルを研究
する。

・新しい教育課程編成にあたって、大学入試改革と新学習
指導要領を意識して研究が進んだか。

A

・須坂高校のビジョンに照らして、まずは意見の
集約から始める。

生

徒

支

援

人

権

平

和

生

 

徒

 

会

図

 

書

・

視

聴

覚

保

 

 

健

A

２　環境の管理を図る。

B

３　保健指導を充実させる。 ・保健だより、保健関係の掲示物で広報活動を行っ
ている。
・昼休みの放送にて感染症予防の呼びかけを行っ
た。

A

１　心身の健康管理を図る。

・継続して広報活動を行い保健指導の一層の充実
を促す。

 

Ｐ

Ｔ

Ａ

教

 

 

務

１　学校が円滑に運営されるように努
める。

２　校内の情報を外部に発信すると
共に、個人情報の漏洩に注意を払
い、本校への一層の理解を深めても
らう。

 

防

 

 

災

B・避難訓練は有効に行われた。

A

情

報

処

理

１　情報処理機器及びネットワーク利
用による校務の合理化の推進を図
る。

２　情報処理機器及びネットワークを
利用した教育活動の推進を図る。

３　情報の管理という面で個人情報
や著作権に関して職員や生徒へ周
知を図る。

・個人情報や著作権保護、セキュリティ確保の大切さを職員
と生徒に伝えたか。


